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• 強度行動障害の方への支援は、本人の生活の
様々な場面や、本人の人生のそれぞれのライフ
ステージにおいて関わる支援者が、本人を中心
としたチームの一員として、同じ方針に沿った
統一した支援をすることが大切です。

• 支援現場で統一した支援を提供するために、
サービス等利用計画や個別支援計画に基づいた
「支援手順書」や「支援記録」が大切です。

この時間で学びたいこと



①チームで支援する必要性

②統一した支援をするために

③サービス等利用計画・
個別支援計画・支援手順書

④支援の実施と記録

この時間の流れ

講義



①チームで支援する必要性



放課後等デイサービス

職員B
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A君

事業所の中では、複数の職員が本人に関わります。



Ａ君の生活（24時間）の
うち、
放課後等デイサービスにいる
のは３時間ほど

本人の現在の生活は、さまざまな関係者で支えられ
ています。
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産まれてから今
まで。家族・発
達支援・医療等

本人の支援は、現在の関係者だけでなく、

過去・現在・未来の関係者もつながっています。
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一日は様々な生活場面で成り立っている。

• 暮らしの場面：（ ）や（ ）等

• 日中活動の場面：保育園や（ ）（ ）等

• 外出の場面：家族や（ ）等

→それぞれの場面で関わる関係者がちがう。

家庭 グループホーム

家庭 福祉施設

行動援護



一生は様々なライフステージでつながっている。

• 幼少期：保育園や（ ）

• 学齢期：学校や（ ）

• 成人期：（ ）や生活介護

→それぞれのステージで関わる関係者がちがう。

児童発達支援

放課後等デーサービス

職場



目には見えない障害

• 知的障害や自閉スペクトラム症は脳の機能違い

• 苦手な部分が外から見えにくい

• コミュニケーションが苦手

• 自分から必要な支援を伝えたり求めることが難しい

→
関係者が必要な支援や（ ）を共有することが
重要

特性



それぞれの関係者が、本人の特性に関係なく、
思い思いのやり方で接してしまうと・・・

本人が混乱してしまう。



それぞれの場面やライフステージにおける関係
者が、本人を支えるチームのメンバーとして、
本人の特性や配慮すべきことについて共通の認
識を持ち、同じ方針に沿った統一した支援をし
ていくことが大切。



行 政

生活介護

グループ
ホーム

相談支援専門員

地域におけるチームのカギとなるのが相談支援

医 療 家 族

行動援護



②統一した支援をするために



• 日ごろからお互いに頻繁なやり取りをする

• 個別の支援会議（ケース会議）を開催

• サービス等利用計画

• 個別支援計画

• 支援手順書

チームにおける情報共有や連携の方法



③サービス等利用計画・
個別支援計画・支援手順書



サービス等利用計画

ご本人の望む生活に対し、支援機関がそれぞれ
どのような役割を果たしチームで支えていくこ
とを示したもの。

グループホーム 就労支援
相談支援

全体の計画

ご本人の望む生活や目標
サービス等利用計画



例



例



個別支援計画

サービス等利用計画で示された役割を基に、支援
機関ではどのような目標をもち、何に配慮して支
援をするのか、具体的な目標と支援内容を記入し
た計画

個別支援計画個別支援計画

グループホーム 就労支援

相談支援

全体の計画

ご本人の望む生活や目標 サービス等利用計画



例



支援手順書

個別支援計画の内容から、具体的な活動とそ
のスケジュール・必要な配慮の方法などをそ
の人に合わせて詳細に記入したもの

グループホーム

個別支援計画

（スケジュール確認） （お風呂掃除）

具体的な活動や必要な配慮

具体的な活動の例

支援手順書 支援手順書





●●さんトークンシステム手順 

平成 26年 11月 13日 更新 

時間 活動 サービス手順 

9:30 

 

散歩後 

 

11:00 

 

11:30 

 

13:30 

 

帰所後 

 

 

14:50 

 

15:30 

登所 

確認 

作業 

 

休憩 

 

終了 

 

作業 

 

終了 

休憩 

 

作業 

 

終了 

 

【スケジュール①】今日の作業を確認する。S職員が担当。不在時は H職員。 

【スケジュール②】作業を開始。開始時にデジタル時計を提示しながら、口頭で

終わり（休憩）の時間を示す。 

【スケジュール③】休憩。休憩の終了時間についてもデジタル時計を示しながら、

口頭で休憩終了の時間を提示する。 

【スケジュール④】作業を終了したら、職員がスタンプを押す。 

 

【スケジュール⑤】午後の作業を開始。午後の作業は回収作業。声掛けにて乗車

を促す。※1 

【スケジュール⑥】4階に戻って作業終了。職員がスタンプを押す。 

【スケジュール⑦】休憩の終了時間、作業の開始時間についてデジタル時計を示

しながら、口頭で時間を提示する。 

【スケジュール⑧】個別ブースにて作業を開始。デジタル時計を提示しながら、

口頭で終わり（休憩）の時間を示す。 

【スケジュール⑨】作業を終了し、職員がスタンプを押しトークンを完成させる。

完成したらこんにゃくゼリーを一つ提供。 

【スケジュール⑩】個別スペースの右壁に貼ってあるカレンダー職員がシールを

一枚貼る。S職員が担当。不在時は H職員。※2 

 

 

【連絡事項】 

※1 乗車時は助手席を好むが、シールを剥がす等の問題が生じる可能性があるので、ワゴン車①に

乗車する場合は、職員が前の席の中央に座る（運転手と●●氏の真ん中） 

 

※2 カレンダーにシールを貼る際、「あと何日です」や「給料日は○日です」等の見通しを持てるよ

うな説明を付加すると良い。 

 

 

 



フレームワークを活用した手順書



支援手順書（例）



現場で支援を実施するときには、支援手順書
に沿って支援することが大切

＝ 本人の特性に合わせた統一した支援



④支援の実施と記録



サービス等
利用計画

【作成者】

相談支援専門員

個別支援計画
or

居宅介護計画

【作成者】
サービス管理責任者

or
サービス提供責任者

「支援手順書」
兼 記録用紙

【作成者】

実践研修修了者等

＊手順書の把握・遵守
＊記録・報告

【担当】

基礎研修修了者等

支援の実施

支援の実施と記録

実際の支援に入る時には、支援手順書に沿って支援をすること、支援時の本人の様子など
を記録しておくことが大切。



支援の記録をすることで、

・支援が上手くいっているかどうか
・本人に合っているかどうか
・具体的な行動や変化を共有する

＝ 次の支援のアイディアや改善のヒント



所長 サビ管

個別支援計画 健康チェック

★安心して過ごせるよう、カードで予定等を伝えます。 □普段通り □生理

□体調不良

★カラオケレクに行けるよう、企画・支援します。 □睡眠の乱れ

健康支援

□体重測定：　　　　　㎏ □血圧測定：

□健康支援

内容・時間 　　　支援　および　本人の様子 記録者

来所・朝礼

作業 ①（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）　　　

□缶　□ぺ　□牛　□裁　□キャ　□自立課題　□その他

②（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）　　　

□缶　□ぺ　□牛　□裁　□キャ　□自立課題　□その他

③（　　　　：　　　　～　　　　：　　　　）　　　

□缶　□ぺ　□牛　□裁　□キャ　□自立課題　□その他

余暇 □散歩

□ラジカセ（選択）

□ティータイム（選択）：

□スヌーズレン（選択）

排泄 □排尿

□排便

支援者

生活介護　個別記録

平成２６年　　　月　　　　日　（　　　　）





さんの行動記録



計画の見直し

記録をもとに
上手くいった支援は継続・発展させる
上手くいかなかった支援は見直しする

＝ 見直しを繰り返しより本人にあった
支援手順書に


